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近
畿
方
言
語
法
研
究
　
一
一、
三
の
問
題

鎌

田

良

一

時
間

（年
数
）
と
距
離

国
語
史
資
料
の
豊
富
な
京
阪
語
は
、
そ
の
移
り
変
わ
り
の
姿
を
か
な
り
は

っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
語
史
で
み
る
京
阪
語
の
変
遷
の
し
方
と
、
近
畿
周
辺
部
に
お
け
る
方
言
分
布
状
況
と
の
関
係
と
を
み
よ
う
と
思
う
。
こ
れ
を
み
る
に

つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

本
稿
で
は
特
に
、
史
的
変
遷
の
は

っ
き
り
し
て
い
る
語
法
面
で
、
中
央
で
そ
れ
を
使
わ
れ
た
年
代
と
近
畿
周
辺
分
布
状
況
と
の
関
係
。

例
え
ば
中
央
で
は
約
二
百
年
前
に
消
え
た
語
法
が
、
現
在
の
ど
こ
そ
こ
の
地
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
中
央
で
の
年
代
と
、
現
在
そ
の
語

法
を
使
用
す
る
地
点
の
中
央
か
ら
の
距
離
。
そ
の
地
点
と
隣
接
地
帯
と
の
関
係
な
ど
。

分
布
図
か
ら
み
る
語
形
の
移
動
は
語
法
の
場
合
も
語
の
場
合
と
同
称
、
①
辺
地
ほ
ど
古
い
形
が
残
る
。
②
語
は
地
を
は
う
よ
う
に
し
て

移
動
す
る
。
と
い
う
原
則
か
ら
離
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
原
則
か
ら
語
法
の
分
布
図
も
、

（図
１
）
の
よ
う
な
形
に
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
地
図
の
等
高
線
の
よ
う
な
形
。
方
言
周
圏
論
を
説
明
す
る
場
合
、

「
池
に
石
を
投
げ
た
と
き
の
波
紋
の
よ

う
に
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
波
紋
の
よ
う
に
き
れ
い
な
同
心
円
に
な
る
の
で
は
な
く
、

（図
１
）
の
よ
う
な
等
高
線
型
に
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（図
１
）

ぼ
等
質
の
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
。
あ
る
い
は
、　
ｅ
線
方
向
に
延
び
き
れ

な
い
の
は
矢
印
の
よ
う
に
反
対
の
言
語
勢
力
関
係
が
力
強
く
働
い
て
い
る

な
ど
の
条
件
を
考
え
る
。

近
畿
方
言
勢
力
が
福
井
か
ら
富
山
の
方
に
延
び
、
四
国
の
徳
島

へ
も
延

び
て
い
る
の
に
、
兵
庫
県
北
部
の
但
馬
に
延
び
な
い
の
は
、
鳥
取
な
ど
の

中
国
勢
力
が
根
強
い
と
か
、
古
く
か
ら
の
交
通
の
問
題
な
ど
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
近
畿
方
言
語
法
の
姿
を
史
的
な
面
と
、
分
布

図
と
の
関
係
か
ら
な
が
め
て
、
そ
こ
に
あ
る
問
題
を
み
よ
う
。

国
語
史
資
料
と
言
語
地
図
と
か
ら
語
の
移
動
に
要
す
る
年
数
を
考
え
た

も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

（図
２
）

「言
語
史
入
門
」

（
『
日
本
語
の
歴
史
別
巻
』
）

（平
凡
社
刊
）

「か
お
り
」
の
方
言

「カ
ザ
」
が
も
っ
と
も
新
し
い
こ
と
は
、
国
立
国
語
研
究
所

な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ａ
の
線
が
短
か
く
、
ｂ
の
線
が
長
い
と
い
う
こ
と
は
、　
ａ
線
方
向
に
文
化
的
密
集
地
、　
ａ

線
上
に
都
市
が
多
い
、
ｂ
線
上
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
場
合
、　
ａ
線
の
果
て
る
と
こ
ろ
に

海
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
高
い
山
が
あ
る
の
に
対
し
て
ｂ
線
は
広
い
平
野
で
あ
る
と
い
う
場

合
、　
ｃ
ｏ
ｄ
線
が
ほ
ぼ
等
し
　
　
（図
２
）

い
の
は
、　
ａ
と
ｂ
と
の
違
い

の
よ
う
な
条
件
が
な
く
、
ほ
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の
分
布
図

（年
報

１０
）
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
カ
ザ
が
京
都
か
ら
南
は
鹿
児
島
、
北
は
能
登
半
島
ま
で
達
す
る
の
に
何
百
年
か
か

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
文
献

で
調
べ
る
と
、

カ
ザ
が
は
じ
め
て
で
る
の
は
、
十
五
世
紀
末
の
∧
和
玉
篇

（長
享
三
年
本
）
Ｖ
の

「香
、
カ
サ
、
臭
、
カ
サ
」
で
あ
る
。
十
七
世
紀
に
な
れ

ば
∧
昨
日
は
今
日
の
物
語
Ｖ
に
、

「火
の
は
た
に
何
ぞ
く
ば
り
た
る
か
、
あ
し
き
か
さ
す
る
と
い
ふ
」
、
Λ
毛
吹
草
Ｖ

に

「
か
く
し
つ
つ
契
り
し
中
の
あ
ら

は
れ
て
蜜
柑
の
か
ざ
は
ふ
か
き
と
こ
ろ
」
と
で
て
く
る
。
い
ま
、　
∧
長
享
三
年
本
和
玉
篇
Ｖ
の
日
付
け

一
四
八
九
年
を
と
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
こ
ん
に
ち
ま
で

約
五
百
年
た

っ
て
い
る
。
鹿
児
島
か
ら
能
登
半
島
ま
で
直
線
距
離
で

一
、○
○
○
キ
ロ
、
そ
の

一
、
○
○
○
キ
ロ
を
占
領
す
る
の
に
五
百
年
か
か

っ
た
こ
と
に

な
る
。

二

否
定
の
助
動
詞

「
セ
ン
か
ら

ヘ
ン
ヘ
」

サ
変
動
詞
の

「
せ
」
に
否
定
助
動
詞

「
ぬ
」
の
つ
い
た
形
か
ら
セ
ン
と
な
り
、
こ
れ
が
さ
ら
に
ヘ
ン
に
変
わ
る
。

「
あ
り
は
せ
ぬ
↓
ア

リ

ハ
セ
ン
↓
ア
リ
ャ
セ
ン
↓
ア
リ
ャ
ヘ
ン
↓
ア
ラ
ヘ
ン
」

近
畿
周
辺
部
に
お
け
る
セ
ン
か
ら

ヘ
ン
ヘ
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
鏡
味
明
克
氏
の

「
播
備
国
境
言
語
地
図
論
集
」
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と

「
書
き
は
せ
ぬ
」
の

「
書
き
は
」
の
形
を
よ
り
保

っ
て
い
る
語
形
に
セ
ン
の
つ
く
形
、
カ
キ
ャ
ア
セ
ン
、
カ
キ
ャ
セ
ン

と
、

「
書
き
は
」
の
形
が
く
ず
れ
て
セ
ン
が
独
立
し
て
し
ま
っ
て
単
に
セ
ン
の
つ
い
た
形
、
カ
ケ
セ
ン
、
カ
カ
セ
ン
。
同
じ
よ
う
に
ヘ
ン

に
つ
い
て
も
、
カ
キ
ャ
ア
ヘ
ン
、
カ
キ
ャ
ヘ
ン
に
対
し
て
カ
ケ
ヘ
ン
、
カ
カ
ヘ
ン
で
は
、

「
よ
り
保

っ
て
い
る
形
」
が
い
ず
れ
も
交
通
不

便
な
鉄
道
線
路
よ
り
も
離
れ
た
辺
地
に
あ
る
。

セ
ン
対

ヘ
ン
と
い
う
点
で
見
て
も
、　
ヘ
ン
は
鉄
道
沿
線
に
多
く
、
セ
ン
は
そ
れ
よ
り
も
離
れ
た
地
点
に
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら

「
書
き

は
せ
ぬ
」
か
ら

「
書
カ
セ
ン
」
型
を
通

っ
て

「
書
カ
ヘ
ン
」

へ
と
動
い
た
方
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
セ
ン
と

ヘ
ン
と
距
離

を
地
図
か
ら
判
断
す
る
と
せ
い
ぜ
い
四
、
五
キ
ロ
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン
、　
ヘ
ン
の
動
き
の
時
間
的

（年
代
的
）
間
隔
の
短
い
こ

と
を
知
る
。
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滋
賀
県
に
つ
い
て
、
寛
大
城
氏
が

「
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
」

（
三
省
堂
刊
）
に
次
の
よ
う
な
表
を
作

っ
て
お
ら
れ
る
。

ン

‐リ

ョ
「
ヨ

ｏｌ
司
引

Ы

百

５

３

●

τ

τ

一　
百

Ｕ

Ｕ

τ

τ

丁

τ

こ
れ
を
地
図
で
示
せ
ば

（図
３
）
の
よ
う
に
な
る
。
但
し
、
右
の
表
で
見
る
通
リ

ヘ
ン
ｏ
ヤ
ヘ
ン
は
ほ
ぼ
全
地
点
に
あ
る
の
で
地
図
か

（図
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「り
省
い
て
、
セ
ン
ｏ
シ
ン
・
ヒ
ン
の
動
き
を
み
る
。

大
津
や
京
都
に
近
い
南
を
文
化
的
と
み
れ
ば
、
セ
ン
か
ら
シ
ン
を

へ
て
ヒ
ン
と
な

っ
て
い

く
関
係
が
わ
か
る
。
図
で
は
セ
ン
を

「
セ
」、
シ
ン
を

「
シ
」
と
す
る
。

こ
こ
で
は
セ
ン
と

ヘ
ン
と
が

一
地
点
で
併
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、

セ
ン
は
や
が

て
ヘ
ン
に
な
る
。
私
の
調
査

（注
１
の
口
）
で
は
、
伊
香
郡
と
長
浜
市
で
は
中
学
生
は
完
全

に
ヘ
ン
で
、
老
年
層
で
セ
ン
と
な
る
。

大
阪
府
に
つ
い
て
は
、
前
田
勇
氏
の
調
査
を
同
書
に
掲
げ
て
い
る
。

次
頁
の

（表
）
の
数
字
は

一
地
点

一
形
を
使
う
と
し
て
地
点
で
の
多
い
少
な
い
を
郡
部
ご
と
に
百
分
比
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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北
摂

河
内

和
泉

（図
４
）

セ
ン○○○○○

〓
一
・
エハ

六

ｏ
Ｏ

ヘ
ン

六
〇

・
○

四
二
・
一

四
六

・
二

四

一
０
七

四
〇

・
○

三
二
・
七

五
〇

・
○

シ

ン
五
ｏ
七

〇

上
ハ

○
八
・
三

四
・
○

一
六

・
四

二
〇

・
○

△ セ ン

0ヘ ン

ヒ

ン

　

　

　

　

　

イ

ン

二
五
・
七
　
　
　
　
八
。
六

三
四
。
二
　
　
　
一
一
一
・
一

一
〓
二
ｏ
一　
　
　
三
〇

ｏ
七

八

・
三
　
　
　
四

一
・
七

四
六

ｏ
Ｏ
　
　
　
一
〇

・
○

四
三
・
六
　
　
　
　
一二
上
ハ

二
〇

・
〇
　
　
　
　
四
ｏ
Ｏ

こ
の

（表
）
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
大
阪
市
か
ら
遠
い
南
の
和
泉
に
セ
ン
が
あ

る
。
シ
ン
は
和
泉
と
、
そ
の
北
の
河
内
、
そ
の
河
内
で
も
南
の
中
河
内
、
南
河

内
に
あ
る
。
大
阪
市
を

ヘ
ン
専
用
地
域
と
す
れ
ば
、
南
か
ら
セ
ン
↓
シ
ン
↓
ヒ

ン
↓

ヘ
ン
の
形
が
見
ら
れ
る
。

（１
）

こ
れ
に
、
私
の
調
査
を
加
え
る
と

（図
４
）
の
よ
う
に
な
る
。

大
阪
か
ら
セ
ン
地
域
ま
で
の
距
離
。
北

へ
、
大
阪
か
ら
彦
根
ま
で

一
〇
四

・

五
キ
ロ
、
西

へ
、
大
阪
か
ら
岡
山
県
和
気
ま
で

一
四
七

・
九
キ
ロ
、
南

へ
、
大

阪
市
か
ら
泉
北
郡
ま
で
、
二
〇

・
九
キ
ロ
。
北
と
西
は

ず

れ

も
、

百
キ
ロ
ほ

ど
、
南
は
二
〇
キ
ロ
と
、
先
の

（図
１
）
の
よ
う
な
条
件
を
考
え

る

の

で
あ

る
。

（大
阪
市
と
京
都
市
と
の
間
は
四
二

・
八
キ
ロ
）

「
日
本
国
語
大
辞
典
」

（小
学
館
）
で
は

「行
カ
セ
ン
」
は
明
治
に
な

っ
て
か
ら
。
と
あ
る
。
約
百
年

間
の
動
き
で
あ
る
。
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三

Ａ
Ｂ
Ａ
型
分
布

Ａ
Ｂ
Ａ
型
は
、
Ａ
↓
Ｂ
が
二
つ
の
原
点
Ａ
が
あ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
に
お
こ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
Ａ
か
ら
中
間
地
点
を
通
り
越
し
て
離
れ

た
と
こ
ろ
に
別
の
原
点
Ａ
を
作

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

語
の
移
動
と
し
て
常
識
的
に
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
型
分
布
、
即
ち
、
相
隣
り
合

っ
た
地
点
で
Ａ
語
形
か
ら
Ｂ
語
形

へ
、
Ｂ
語
形
か
ら
Ｃ
語
形

へ
と

移
り
変
わ

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
語
法
の
移
り
変
わ
り
は
、
放

っ
て
お
け
ば
自
然
に
同
じ
方
向
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
Ａ
↓
Ｂ
の
変
化
が
各
地
で

そ
れ
ぞ
れ
別
に
起
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
京
都
ま
た
は
大
阪
と
東
京
と
の
二
つ
が
原
点
と
な
り
、
そ
れ
が
近
畿
に
影
響
し
て
い
る
形
。

奥
村
三
雄
氏
の

「
サ
行
イ
音
便
」
の
地
図

（図
５
）
で
近
代
京
都
方
言
で
サ
行
イ
音
便
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

「
関
東
方
言
の

影
響
と
い
う
事
を
考
え
る
可
能
性
は
相
当
大
き
い
」
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
話
シ
タ
が
、
関
西
に
多
い
シ
↓
ヒ
の
交
替
で
、
京
都
方
言
も
、
あ
る
時
期
に
い
っ
た
ん
話
ヒ
タ
の
形
に
な

っ
た
の
だ
が
、
子

音
の
脱
落
で
さ
ら
に
話
イ
タ
と
イ
音
便
に
な

っ
た
。
そ
れ
が
関
東
方
言
の
影
響
で
京
都
に
再
び
話
シ
タ
の
形
が
も
ど

っ
て
来
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

（３
）

話
ヒ
タ
の
形
は
現
在
イ
音
便
地
域
の
周
辺
部
に
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て

（図
５
）
の
地
図
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

シ
↓
ヒ
の
変
化
の
傾
向
は
広
く

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
話
ヒ
タ
地
域
は
京
都
か
ら
の
線
、
京
都
を
中
心
と
し
た
方
向
に
よ

っ
て

ば
か
り
考
え
る
も
の
で
は
な
く
、
関
東
で
も
シ
↓
ヒ
の
傾
向
が
あ
る
の
で
、
静
岡
の
方
の
ヒ
は
関
東
か
ら
来
た
も

ｔの
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
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（図
５
）

ろ
う
か
。

あ
る
い
は
静
岡
の
方
の
ヒ
は
関
西
か
ら
の
も
の
と
し
て
も
、
広
島
の
ヒ
も

そ
う
で
あ
る
か
ど
う
か
。
こ
の
場
合
、
ま
ず
、
京
都
に
い
つ
頃
に
ヒ
の
形
が

あ

っ
た
か
、
ま
た
、
山
口
な
ど
の
西
か
ら
広
島

へ
の
こ
と
ば
の

一
般
的
な
移

動
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
特
に

語
法
の
場
合
、
二
つ
、
三
つ
の
原
点
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
変
化
と
い
う
こ

と
も
あ
り
得
る
と
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

和
歌
山
県
に
は

「
（人
が
）
ア
ル
」
の
言
い
方
が
あ
る
。
新
宮
市
の
小
学

校
を
訪
ね
た
時
に
、
春
休
み
中
だ

っ
た
が
、

「
先
生
ア
ル
よ
」
と
言

っ
て
教

員
室
に
案
内
し
て
く
れ
た
子
が
い
た
。　
コ
日
、
男
あ
り
け
り
」
と
か
、　
コ
日

々
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
と
が
あ
り
ま
し
た
」
式
で
、
古
く
は
生
物

で
も
ア
ル
で
あ

っ
た
が
、
現
在
の
近
畿
で
は
オ
ル
に
な

っ
て
い
る
。

「
日
本

言
語
地
図
」
で
み
る
と
、
ア
ル
は
和
歌
山
県
だ
け
で
、
近
畿
の
大
部
分
は
オ

ノ
″
。
一鶴
≫
″
′～
く

　
　
ル
で
あ
る
。
大
阪
府
、
滋
賀
県

ｏ
福
井
県
に
は
イ
ル
が
多
く
、
兵
庫
県
は
尼

崎
市
に
、
奈
良
県
奈
良
市
に
も
イ
ル
が
あ
る
。
イ
ル
地
域
は
大
き
く
言

っ
て
都
会
地
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て

「
言
語
地
図
」
の

「
解
説
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
近
畿
の
イ
ル
は
、
オ
ル
と
の
併
用
地
点
で
、
オ
ル
が
古
い
と
す
る
注
記
が
見
ら
れ
た
し
、
も
し
、
イ
ル
に
∧
新

し

い
・
上

品

・
ま

れ
∨
な
ど
の
注
記
が
あ
れ
ば
、
こ
の
地
図
で
は
併
用
と
せ
ず
、
イ
ル
を
除
い
て
オ
ル
の
単
用
と
し
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
近
畿
の

サ行

EEmサ行ィ
(関西 :

ロ サ行ィ

ξ舌イタ
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イ
ル
は
、
標
準
語
の
影
響
に
よ

っ
て
拡
が
っ
た
新
し
い
分
布
と
見
ら
れ
る
。　
一
方
、
静
岡
西
部
の
イ
ル
・
オ
ル
の
併
存
地
帯
で
は
、
併
用

の
際
、
オ
ル
が
新
し
い
、
上
品
と
い
う
注
記
が
多
く
あ

っ
た
。
こ
の
地
域
で
は
逆
に
、
オ
ル
が
、
力
を
保

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」

東
京
の
イ
ル
が
大
阪
に
移

っ
て
大
阪
を
中
心
と
し
て
そ
れ
が
比
較
的
人
口
の
多
い
都
会
地
、
あ
る
い
は
平
地
を
通

っ
て
滋
賀

・
福
井

へ

と
行

っ
た
こ
と
に
な
る
。
京
都
は
古
い
こ
と
ば
を
残
す
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
て
か
、
イ
ル
は
な
く
オ
ル
で
あ
る
ｃ
新
し
い
語
を
受
け
入
れ

る
の
は
大
阪
で
あ
る
。

大
阪
が
イ
ル
に
な

っ
た
の
は
新
し
い
こ
と
と
思
う
が
、
オ
ル
を
も
と
に
し
た
存
続
態
、
結
果
態
を
あ
ら
わ
す

「
書
キ
ヨ
ル
」

「
書
イ
ト

ル
」
は
や
は
リ
イ
ル
地
域
に
は
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

東
京
語
が
大
阪
に
直
接
入
り
、
そ
れ
が
近
畿

一
円
に
広
ま
り
か
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、　
コ
一塁
ｍ
地
図
」
の

「
助
詞

「
を
」
を
省

く
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

「
解
説
」
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
古
く
は
全
国
的
に
助
詞
を
用
い
な
か
っ
た
が
後
に
中
央
か
ら
助
詞
の

「
を
」
が
発
展
し
、
そ
の
後
近
畿
で
助
詞
を
使
わ
な
い
い
い
方

が
勢
力
を
得
て
周
囲
に
広
ま
り
か
け
た
ら
し
い
。
そ
し
て
現
在
ま
た
標
準
語
的
な
い
い
方
と
し
て
、
東
京
な
ど
か
ら
助
詞

「
を
」
を
使
う

い
い
方
が
広
ま
り
、
近
畿
地
方
の
中
心
部
に
も
押
し
よ
せ
て
い
る
」

四

下
二
段
活
用
は
な
ぜ
根
強
い
か
。

先
の
ア
ル
地
域
の
近
く
和
歌
山
県
に
二
段
活
用
動
詞
が
あ
る
。

二
段
活
用
動
詞
の
残
存
は
和
歌
山
県
中
部
地
区
、
日
高
郡
を
中
心
と
す
る
地
域
で
あ
る
。

「
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
」
に
よ
れ
ば
、
日
高
郡
、
西
牟
婁
郡
に
多
く
、
北
の
有
田
郡

・
海
草
郡

・
伊
都
郡
の

一
部
で
あ

っ
て
、
南

の
東
牟
婁
郡
そ
の
他
に
は
残
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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そ
し
て
、

「
ど
う
い
う
動
詞
が
二
段
活
用
形
を
と

っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
各
地
区
共
通
化
し
な
い
。

つ
ま
り
、
あ
る
動
詞
が
、
あ
る

地
区
で
強
く
二
段
活
用
形
を
と
る
の
に
、
他
の
地
区
で
は
そ
れ
が
五
段
活
用
化
し
て
い
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
た
だ
傾
向
と
し
て
言

え
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
共
通
語
に
な
い
よ
う
な
こ
と
ば
、
方
言
動
詞
は
、
二
段
活
用
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

と
あ
る
。

奥
村
三
雄
氏
は

「
所
謂
二
段
活
用
動
詞
の
一
般
化
に
つ
い
て
」
翁
近
代
語
研
究
第
二
集
」
）
に
、

「
動
詞

一
般
と
し
て
、
上
二
段
活
用

の

一
段
化
は
、
下
三
段
活
用
の
場
合
よ
り
早
か

っ
た
だ
ろ
う
。　
一
般
に
、
音
節
数
の
少
な
い
動
詞
は
、　
一
段
化
が
早
か
っ
た

の

で
あ

ろ

う
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
九
州
方
言
学
会
の

「
九
州
方
言
の
基
礎
的
研
究
」
の
中
の

「
九
州
方
言
の
総
括
的
解
説

・
文
法
」
の
項
に
よ
る
と
、
二
段
活
用

の
中
で
も
下
三
段
活
用
が
著
し
く
、
九
州
の
ほ
ぼ
全
域
で
見
ら
れ
る
。
上
二
段
活
用
は
西
南
部
で
は
上

一
段
化
し
て
お
り
、
少
年
で
は
さ

ら
に
、
五
段
型
活
用

（見
ラ
ン
・
見
レ
・
起
キ
ラ
ン
ｏ
起
キ
レ
）
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
が
、
北
九
州
で
は
、
上
二
段
活
用
が
下
三
段
型

活
用

（起
ケ
ン
ｏ
起
ケ
タ

・
落
テ
ン
・
落
テ
タ
）
と
な
る
と
記
し
て
あ
る
。

奥
村
氏
の
説
と
、
九
州
で
の
現
状
か
ら
、
下
三
段
活
用
は
根
強
い
。
北
九
州
の
上
二
段
化
は
、
下
三
段
が
強
い
た
め
の
類
推
に
よ
る
も

の
か
と
思
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
和
歌
山
県
で
語
が

一
定
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、　
一
般
に
二
段
活
用
が
く
ず
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な

ろ

う
。し

か
し
、
な
ぜ
、
下
三
段
活
用
が
根
強
く
残
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

下
三
段
活
用
の
受
ク
ル
ｏ
捨
ツ
ル
な
ど
語
幹
に
Ｕ
の
く
る
も
の
が
、
饉
だ
」
ど
あ
二
ご

と
、
―
ロ
ー
」
と
Ｕ
の
続
く
形
で
あ
る
為
に
、
音
韻

の
関
係
で
残
り
や
す
い
の
で
あ
る
と
。
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「
日
本
言
語
地
図
」
の

「
き
ゅ
う

（灸
）
を
す
え
る
」
と

「
数
え
る
」
と
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、

「
す
え
る
」
の
方
は
九
州
全
地
域
に

ス
ユ
ル
の
形

（鹿
児
島
に
∽Ｌ
喘Ｌ
ヽ
　
長
崎
に

く
＞
パ
Ｃ
、　
熊
本
に
く
＞
パ
Ｃ
と
ス
ユ
ル
と
が
併
存
す
る
）

が
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
数
え

る
」
は
、　
―
ロ
ー
ロ
型
の
も
の
で
な
い
為
か
、
カ
ゾ
ュ
ル
は
大
分
県
南
部

・
宮
崎
県
の
海
岸
部

・
熊
本
県
の

一
部
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま

た
、
ス
ユ
ル
の
方
は
和
歌
山
県
に
も
あ
る
が
カ
ゾ
ュ
ル
の
方
は
和
歌
山
県
に
は
な
く
、
ョ
ム
で
あ
る
。

五

サ
変
か
ら
サ
行
上

一
段
活
用

ヘ

土
井
忠
生

・
森
田
武
著

「
新
訂
国
語
史
要
説
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

「
漢
語
の
サ
変
動
詞
の
う

ち
、

『
通

じ

る
」

「
感

じ

る
」

「
信
じ
る
」
な
ど
と
ザ
行
上

一
段
に
活
用
さ
せ
た
り
、

「
訳
す
」

「
愛
す
」

『
解
す
』
な
ど
と
サ
行
四
段
に
活
用
さ
せ
た
り
す
る
こ

と
は
近
世
に
は
じ
ま
り
、
明
治
以
後
も
ひ
き
つ
づ
い
て
盛
ん
で
あ

っ
て
、
今
日
で
は
近
畿
か
ら
東
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

転
じ
た
の
は
、
漢
字

一
字
で
書
か
れ
る
漢
語
を
語
幹
と
す
る
も
の
に
多
く
、
こ
と
に
、
ザ
行
上

一
段
活
用
に
転
じ
た
の
は
、

「
信

・
感

・

論

・
演

・
転

・
弁
」
な
ど
の
よ
う
に
末
尾
に
攪
音
を
も
つ
も
の
や
、

「
通

。
高

・
封
』
な
ど
の
よ
う
に
オ
段
や
ウ
段
の
長
音
に
終
る
も
の

に
多
い
」

こ
れ
を
近
畿

一
般
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
近
畿

一
般
に
は

「
信
ジ
ル
」

「
通
ジ
ル
」
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
は
っ
き
り
と
、

「
信

ズ
ル
」

「
通
ズ
ル
」
が
老
人
で
、

「
信
ジ
ル
」

「
通
ジ
ル
」
が
若
い
人

（中
学
生
）
で
あ
る
と
答
え
た
の
は
、
兵
庫
県
美
方
郡
浜
坂
町
、

和
歌
山
県
橋
本
市
柏
原
、
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
、
能
美
寺
井
町
、
富
山
県
永
県
市
朝
日
町
、
飯
久
保
町
、
新
川
郡
立
山
町
、
鳥
取
県
米

子
市
愛
宕
町
、
岡
山
県
新
見
市
草
間

ｏ
久
米
郡
中
央
町
で
あ

っ
た
。

中
学
生
で

一
ク
ラ
ス
中
の
人
数
に
よ
る
調
査
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

男
山
第
二
中
学

（京
都
府
綴
喜
郡
八
幡
町
）

ｏ
相
生
中
学

（兵
庫
県
相
生
市
野
瀬
）

・
大
宇
陀
中
学

（奈
良
県
宇
陀
郡
大
宇
陀
町
）

・
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入
善
中
学

（
富
山
県
下
新
川
郡
入
善
町
）
、

こ
れ
ら
、

い
ず
れ
も
上

一
段
活
用
に
な

っ
て
い
る
と
言

っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。‐

（
上
記
、

「
通

信
ズ
ル

ジ
ル
」
男
山
中
学
で
四
十
七
名
中
、
四
十
五
名
が
使
用
の
意
）

近
畿
周
辺
部
ま
た
は
山
間
部
の
中
学
校
の
状
況
が
右
の
通
り
で
あ
る
。
僅
か
な
が
ら
も

中
学
生
に

「
通
ズ
ル
」

「信
ズ
ル
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
点
で
の
老
年
層
で
は

「
通
ズ

ル
」

「
信
ズ
ル
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
数
の
上
で
は
調
べ
て
い
な
い
。

信
ジ
ル

通
ズ
ル

エハ

形
容
動
詞
終
止
形

「
な
」

佐
藤
喜
代
治
氏
の

「
国
語
史
」

（桜
楓
社
刊
）
に
、
形
容
動
詞
終
止
形

「
な
」
に
つ
い
て
。

「
形
容
動
詞
は

（江
戸
時
代
）
前
期
の
上
方
方
言
で
は
終
止
形

ｏ
連
体
形
と
も

「
な
り
」
か
ら
変
化
し
た

「
な
」
が
用
い
ら
れ
た
が
、

江
戸
語
で
は
、
終
止
形
は

「
な
」
の
代
り
に
、

「
で
あ
る
」
か
ら
変
化
し
た

「
だ
」
が
用
い
ら
れ
る
」
と
あ
る
。

「
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
」
の

「
兵
庫
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

「
但
馬
に
は
、
シ
ズ
カ
ナ
と
い
う
終
止
形
が
あ
り
、
シ
ズ
カ
ナ
サ
ァ
ナ

（静
か
だ
そ
う
だ
）
な
ど
と
使
う
。
そ
し
て
、
シ
ズ
カ
ナ
カ
ラ

通
ジ
ル

45/471 2/47

33/361 3/36

男 山 中学

相生 中学

2/47

1 2/36

45/47

34/36

29/351 6/35

44/441 0/44

31/1)51 4/35

43/441 1/44

大宇陀中学

入 善 中学
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（
図
６
）

七

打
消
意
志

「
マ
イ
」

吉
田
金
彦
者

「
現
代
語
助
動
詞
の
史
的
研
究
」

ァ

（静
か
だ
ろ
う
）、
シ
ズ
カ
ナ
カ
ッ
タ

（静
か
だ

っ
た
）、
シ
ズ
カ
ナ
ケ
ェ

（静
か
だ
ろ
う
）
な
ど
と
発
展
す
る
。
播
磨
も
同
様
で
ゲ
ン
キ
ナ
ヤ
ロ

（元

気
だ
ろ
う
）
と
使
う
」

私
の
調
査
で
は
、

「
な
終
止
形
」
は
、
二
重
県
、
滋
賀
県
の
方
に
は
見
当

ら
ず
、
京
都
府
、
奈
良
県
の
山
間
部
に
あ
り
、
多
い
の
は
、
岡
山
県
や
兵
庫

県
西
部
で
あ
る
。

（図
６
）
の
通
り
で
あ
る
が
、
地
点
名
を
記
す
と
次
の
通

り
で
あ
る
。

京
都
府
舞
鶴
市

（老
）
、
綴
喜
郡
八
幡
町
、
兵
庫
県
相
生
市
、
赤
穂
市
、

美
方
郡
浜
坂
町
、
奈
良
県
天
理
市
、
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
本
宮
町
、
福
井
県

鯖
江
市
、
遠
敷
郡
上
中
町
、
足
羽
郡
美
山
町
、
石
川
県
能
美
郡
寺
井
町
、
鳥

取
県
米
子
市
、
岡
山
県
岡
山
市
、
津
山
市
、
高
梁
市
、
新
見
市
、
備
前
市
、

笠
岡
市
、
和
気
郡
日
生
町
、
邑
久
郡
虫
明
、
浅
口
郡
寄
島
町
、
小
田
郡
矢
掛

町
、　
上
房
郡
北
房
町
、　
阿
哲
郡
大
佐
町
、　
真
庭
郡
勝
山
町
、　
英
田
郡
美
作

町
、
久
米
郡
中
央
町
、
徳
島
県
小
松
島
市
、
那
賀
郡
羽
浦
町
、
三
好
郡
三
野

町
、
香
川
県
三
豊
郡
仁
尾
町
、
仲
多
度
郡
琴
平
町

に
戯
曲
の
会
話
に
お
け
る

「
う

・
よ
う

ｏ
だ
ろ
う

・
ま
い
」
の
用
法
が
記

さ

れ

て

い

0な糸冬」L

△ マイ

●な終 IL・ マイ両方あり
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（
八
〇
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な 後
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向 司
が ま
あ い
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よ は
う 方
だ 言
ヒ 的
と 色
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な
お
、
使
用
地
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
重
県

一
志
郡

一
志
町
、
兵
庫
県
赤
穂
市
、
美
方
郡
浜
坂
町
、
朝
来
郡
山
東
町
、
神
崎
郡
福
崎
町
、
和
歌
山
県
橋
本
市
、
福
井
県
鯖
江

市
、
遠
敷
郡
上
中
町
、
石
川
県
金
沢
市
、
石
川
郡
美
川
町
、
富
山
県
新
湊
市
、
氷
見
市
、
碩
波
市
、
西
硬
波
郡
福
光
町
、
岡

山

県

岡

山

市
、
津
山
市
、
総
社
市
、
高
梁
市
、
新
見
市
、
笠
岡
市
、
邑
久
郡
虫
明
町
、
浅
口
郡
寄
島
町
、
上
房
郡
北
房
町
、
真
庭
郡
勝
山
町
、
英
田

郡
美
作
町
、
久
米
郡
中
央
町
、
徳
島
県
小
松
島
市
、
香
川
県
観
音
寺
市
、
三
豊
郡
仁
尾
町
、
仲
多
度
郡
琴
平
町
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
先
の

「
形
容
動
詞
な
終
止
形
」
と

「
マ
イ
」
と
は
、
と
も
に
、
二
重
、
滋
賀
、
京
都
な
ど
東
側
に
は
ご
く
少
く
、
北

陸
と
、
兵
庫
県
西
北
部
に
あ
り
、
近
畿
方
言
圏
か
ら
は
や
が
て
姿
を
消
し
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
両
方
と
も
岡
山
県
に
は
根

強
く
残

っ
て
い
る
。

○

先
の

「
か
お
り
」
の
図
や
、

「
サ
行
イ
音
便
」
の
図
の
よ
う
に
全
国
的
な
図
の
場
合
は
、
京
都

・
大
阪
か
ら
の
距
離
を
は
か
り
、
京
都

・
大
阪
で
は
、
約
二
百
年
前
に
な
く

っ
た
形
が
現
在
○
○
キ
ロ
離
れ
た
地
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、

「
近
畿
地
方
」
と
限

っ
て
地
図
を
描
い
た
場
合
、
京
都

・
大
阪
か
ら
の
距
離
を
地
図
上
の
直
線
距
離
で
測

っ
て
よ
い
も
の
か

不
安
で
あ
る
。

同
じ
距
離
で
あ

っ
て
も
鉄
道
沿
線
の
場
合
と
、
山
を

へ
だ
て
た
場
合
と
で
は
違
う
だ
ろ
う
し
、
同
じ
平
地
で
あ

っ
て
も
人
口
の
状
態
に

よ

っ
て
も
違
う
だ
ろ
う
か
ら
。
―
―
本
稿

（
一
）

（
二
）

京
都

・
大
阪
語
が
中
間
地
点
を
飛
ん
で
直
接
、
東
京
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
と
も
に
、
東
京
語
が
京
都

・
大
阪
に
飛
火
し
、
そ

れ
が
関
西
で
燃
え
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
状
態
を
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ひ
ろ
が
り
方
、
移
動
の
し
方
、
方
向
。

そ
れ
と
と
も
に
、
静
岡
西
部
の
よ
う
に
従
来
か
ら
東
西
方
言
の
接
す
る
地
点
で
の
こ
れ
ら
の
形
の
状
態
と
い
う
点
に
も
問

題

が

あ

ろ

う
。
―
―
本
稿

（
三
）
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近
畿
方
言
圏
内
の
交
通
状
況

の
変
化

（通
勤
圏
な
ど
）
が
は
な
は
だ
し
い
こ
と
と
も
に
年
令
層
に
よ
る
相
違
と
、
変
化
に
要
す
る
年
数

な
ど
も
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

本
稿
は
、
た
だ
、
以
上

の
問
題
点
を
提
起
し
た
に
す
ぎ
ず
、
今
後
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
み
た
い
と
思
う

の
で
あ
る
。

注
（
１
）

ｎ
拙
稿

「近
畿

・
中
国
両
方
言
境
界
地
帯
に
お
け
る
否
定

・
不
可
能
表
現
」

（
「甲
南
国
文
第

一
三
号
」
昭
四

一
・
一
）
及
び
、
昭
四
〇
年
頃
の
臨

地
調
査
と
知
人
へ
の
問
い
合
せ
、
通
信
調
査
な
ど
を
含
む
。
＜口＞
そ
の
後
、
昭
五
〇
年
ま
で
の
同
様
の
調
査
と
学
生
の
調
査
報
告
。

（
２
）

「関
西
弁
の
地
理
的
範
囲
」

（
「言
語
生
活
第
二
〇
二
号
」
昭
四
三
ｏ
七
）

（
３
）

奥
村
三
雄
氏

「
サ
行
イ
音
便
の
消
長
」

（国
語
国
文
第
二
七
巻

一
号
」
昭
四
三
・
一
）
に
よ
れ
ば
、
話
ヒ
タ
の
形
は
、

「近
畿
方
言
叢
書
」

「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
資
料
」
か
ら
愛
知
県
南
設
楽
郡

・
海
部
郡
ｏ
静
岡
県
安
倍
郡
等
各
地
に
、
か
な
り
広
く
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
辺
か
ら
東
に
は
存
し
な
い
。

拙
稿

「
サ
行
五
段
活
用
動
詞
の
イ
音
便
―
―
西
日
本
方
言
に
つ
い
て
―
―
」

（
「甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
第
四
号
」
昭
四
三
・
三
）
岡
山
県
各
地

で

「傘
セ
ェ
テ
」
な
ど
が
あ
り
、
広
島
県
福
山
市
本
郷
で
は

「傘
サ
ヒ
テ
」

「出
ヒ
テ
」

「浮
ヒ
テ
」

「起
ヒ
テ
」

「流
ヒ
テ
」
な
ど
と
な
る
。




